
          

 

P          ＜重点努力目標＞ ＜内 容＞ 

① 特に保育室内環境を整え、年齢に適した遊びが展開するように工

夫する。 

・室内に設置している教材がマンネリ化していないか見直し、年齢や構成して

いる園児の興味関心に合わせて室内環境を構成する。 

・発達に合わせて室内環境を変えていく。 

② これまでの行事を改めて見直し、園児の非認知能力を伸ばすこと

ができるような内容に変えていく。 

・運動会やお遊戯会の行事内容を見直し、子どもの意見を引き出しながら、そ

れぞれの個性が発揮できるよう援助していく。 

③ 園庭では自然遊びができるよう環境を整理する。 
・季節の草花の種まき。・危険な虫を知らせる。・畑の整備。・草花や虫の図鑑の

準備。 

Ｃ 総合評価 

・教員同士の話し合いをできるだけとり、保育の方向を具体的に定めようと努力

してきた。ただ、研修に充分な時間が割けなかったり、新しい発想を具体的に展

開していくのが苦手な教員と得意な教員との間で実践に差が出てきている点を埋

めていく必要がある。 

・今年度も改めて行事の見直しを教員間で話し合い、子どもたちが生き生きと作

り出せるものをと考えてきた。結果的に去年やり方を徹底的に変えた運動会など

も保護者の意見や子どもの様子などを見て元のやり方に戻した学年もあり、まだ

価値観が定まらない様子である。 

 １ 期 

 D 実施 C 評価 

①  

・身辺整理がしやすいよ

う、幼児の動線に合わせ

て片付け箱を設置。 

・よく使用している教材

の内容や量を増やす。 

・年少は特に細かく教材の分類

ができるように用意することで

片付けやすくなった。 

・教材の種類が増えたことでか

えって落ち着いて遊べた。 

②  

・誕生会は各学年にし、

親子が交流できる場面を

設ける。 

・歓迎会を各学年で小規

模化して行う。 

・多少なりとも親子の交流がで

き、誕生児の満足する顔が見ら

れるようになった。 

・小規模にしたことで異年齢で

の関わりが身近になった。 

③  

・毛虫やハチなどの危険

な虫は写真で知らせる。 

・夏野菜の苗の成長過程

を写真付きで廊下に張り

出す。 

・写真だけでも意識化はできた

が、危険を回避するのはいまだ

難しい。 

・興味のある子とない子の差が

でる。 

２ 期 

Ａ 改善 ＆ Ｐ 計画 Ｄ 実施 Ｃ 評価 

・設置してあっても使用して

いない玩具・教材類を見直し、

入れ替える。 

・遊びをよく観察し、関心あ

る教材を取り入れる。 

・片付けやすいよう棚に

写真をつけて玩具や教

材を設置。 

・新しい教材の使い方を

提示。 

・目新しく、年齢に即

した教材が配置されて

いるので遊びが発展し

ていった。 

・作品を展示しておく

場所が不足した。 

・既存の運動会の内容を改め、

これまで子どもたちが運動遊

びで経験し、その能力に適し

たものを競技内容に入れて構

成をし直す。 

・見せる運動会ではなく

親子で一緒に楽しめる

活動、または成長の過程

が分かる運動会を実施

した。 

・従来の運動会形式に

慣れているため保護者

の反応は様々だった。 

・子どもたちのストレ

スが少なかった。 

・季節特有の花や実が見られ

る修道院の庭に出かけたり、

夏野菜の収穫を体験する。 

・草花・虫図鑑を用意する。 

・季節を感じられる作品

を作る際、散策で集めた

木の実を使ったり色水

遊びをしたりして自然

物の特徴を楽しんだ。 

・酷暑の期間が長かっ

たため、花の期間も短

く、遊びに使う素材が

不足した。 

３ 期 

Ａ 改善 ＆ Ｐ 計画 Ｄ 実施 Ｃ 評価 

・遊びの続きができる場所を

確保するように工夫する。 

・三学期に入り、落ち着いて

遊びこめるよう玩具・教材の

入れ替えやコーナー作りを

工夫する。 

・目新しい玩具にはすぐ

に反応し、遊びこんでい

た。 

・コーナーが以前より細

分化され、様々な遊びが

室内で展開していた。 

・子どもたちの遊びの様子

に合わせて室内環境を変

化させていくことで、遊び

が発展しやすく、長続きし

た。ただし、継続する場所

がない。 

・高い完成度を目指していた

従来のお別れ会を見直し、園

児、教員にとっても大きな負

担なく楽しめる内容に変え

た。 

・普段子どもたちが遊ん

でいるゲームや特技な

どを披露した。 

・普段していることなの

で、企画する子どもたちに

大きな負担がなく、気持ち

よく、楽しく行うことがで

きた。 

・遊びに使える自然物の素材

は季節柄限られてしまうた

め、氷作りを計画したり、教

員が冬の空や木々の様子を

子どもたちに伝える。 

・園舎の影や木の下な

ど、氷のできやすい場所

に様々な形の容器で氷

作りを楽しんだ。 

・教員主導の場合、子どもの

興味がその場限りで終わる

ことがある。氷作りも、結果

を見てその後をつなげると

ころまではいかなかった。 

＜保育目標＞ ●神様の恵みを感じる ●自分も人も大切にする ●人のために尽くす ●人々と共に生きる 

＜目指す子ども像＞・遊びを通して自然と関わることができる。・自分の気持ちを言葉で表現すると同時に、相手の気持ちを聞

くことができる。・困っている友達を率先して助ける思いやりがある。・喜んでお手伝いできる。・元気に挨拶ができる。 

＜園の強み＞ 

・幼稚園としての伝統的な教育内容がある程度保たれつつも、 

こども主体の保育に向けて教員が創意工夫をしている。 

・広い敷地を利用して植樹をしたり畑を作ったりと豊かな四季の

自然に触れられる環境があり、思い切り体を動かして遊べる園庭

が確保されている。 

・若年層の教員に責任がシフトしており、新しいアイデアで保育

が展開しやすくなっている。 

＜園の弱み＞ 

・若年層とベテランの間の保育観に微妙なずれがあり、学年間の

縦のつながりももちにくく、子ども主体の保育を具体的に進めて

いく際に困難がある。 

・園庭の環境を使って子どもの発想をもとに遊びを進めるには教

員の人員不足があり、安全面を考えると発展させる事が難しい。 

 

＜園の強み＞ 

・ベテランと新任がバランスよく存在してい

るので落ち着いた保育が展開できている。 

・乳児棟は教員も少なく少人数制の保育であ

るため、教員間の連絡も密に取れており、家

庭的な雰囲気で個々の園児に即した保育がで

きている。また、保育環境の創意工夫も教員

が一丸となって努力している。 

・四季折々の草花や果樹、野菜などが身近に

触れられる環境があり、それらを用いた遊び

が期待できる。 

＜園の弱み＞ 

・長年同じ形式で行ってきた保育を変えていく

には教員全員の柔軟な思考、創意工夫や学習意

欲が必要だが、一人一人への子どもたちへの援

助が以前より多く必要になってきたことと人

材不足が重なり、十分討議する時間がない。改

革していくには更なる教員の研修機会、人材が

必要である。 

・園庭は広いものの平坦で築山のような遊び要

素のある環境が少ない。このため、遊びやすい

園庭の環境整備が課題。 

A＜改善＞ 
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